
評書

書

評

藤
井
難
治
著

『
江
戸
幕
府
老
中
制
形
成
過
程
の
研
究
』

工

藤
　
田
　
恒
　
春

　
本
書
は
、
江
戸
幕
府
政
治
機
構
の
中
核
を
な
す
「
老
中
制
」
の
形
成
過
程

を
徳
川
秀
忠
が
将
軍
職
を
家
光
へ
譲
る
元
和
九
（
エ
ハ
序
曲
）
年
よ
り
家
光

に
よ
る
幕
政
機
構
再
編
の
寛
永
十
五
（
一
六
三
八
）
年
に
至
る
十
五
か
年
闘

に
わ
た
る
政
治
過
程
の
な
か
で
論
証
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
治
権
力
が

「
家
康
と
そ
の
恩
寵
に
よ
っ
て
取
立
て
ら
れ
た
人
々
の
個
人
的
能
力
と
に
よ

っ
て
動
か
さ
れ
る
段
階
を
経
て
、
権
刀
再
生
産
の
た
め
に
、
個
人
的
能
力
よ

り
も
『
職
』
が
優
位
に
た
つ
機
構
・
組
織
を
作
り
あ
げ
て
い
く
過
程
」
を
検

証
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
「
老
中
制
」
の
形
成
過
程
を
取
り
あ
げ
た
も
の

で
あ
る
。

　
従
来
の
幕
政
史
研
究
の
成
果
と
反
省
か
ら
「
老
中
制
」
の
分
析
視
角
を

「
出
頭
人
の
能
力
を
手
助
け
と
し
て
幕
政
を
執
行
す
る
体
制
か
ら
老
中
を
核

と
し
て
『
人
』
で
は
な
く
『
職
』
を
基
本
と
す
る
恒
常
的
な
幕
政
運
営
の
体

制
へ
と
転
換
し
て
い
く
意
味
を
考
」
え
る
こ
と
に
轟
い
た
。
蒲
し
て
、
本
書

の
大
き
な
特
色
の
一
つ
は
、
旧
来
幕
政
史
研
究
に
必
要
不
可
欠
と
し
て
利
用

さ
れ
て
来
た
『
徳
川
実
紀
』
等
編
纂
物
一
第
二
次
史
料
1
を
排
し
、
「
江
戸
幕

府
臼
記
」
を
始
め
と
す
る
第
一
次
史
料
を
博
捜
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該

期
の
政
治
過
程
を
明
確
に
し
ょ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
就
中
、
幕
府
の
政

治
的
意
思
を
伝
達
す
る
も
の
と
し
て
「
老
中
連
署
奉
書
」
を
政
治
過
程
分
析

の
中
心
史
料
に
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
慶
長
元
和
期
に
お
い
て
は
、
将
軍
発
給
文
書
が
機
能
し
、
ま
た
慶
安
期
以

降
は
「
江
戸
留
守
居
」
制
度
の
成
立
か
ら
「
老
中
連
署
奉
書
」
が
政
策
意
思

の
伝
達
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
て
行
く
こ
と
か
ら
、
覧
永
期
を
「
老
中
連

署
奉
書
」
が
政
治
的
意
思
の
伝
達
機
能
を
果
し
た
、
言
わ
ば
「
老
中
連
署
奉

書
の
時
代
」
と
し
て
い
る
。

　
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
序
に
か
え
て

　
　
第
一
編
　
江
戸
幕
府
老
中
制
の
形
成

　
　
　
第
一
章
　
秀
忠
大
御
所
時
代
の
年
立
制

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

第
二
章
　
秀
忠
死
去
直
後
の
年
寄
制

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

　
第
五
節

　
第
六
節

本
丸
年
寄
と
西
丸
年
寄

年
寄
連
署
塞
・
書
の
四
タ
イ
プ

「
上
意
」
と
年
寄
制

電
　
　
括

秀
忠
死
去
彊
後
の
年
寄
制
と
土
井
利
勝

秀
忠
死
去
直
後
の
年
寄
連
署
奉
書

稲
葉
正
勝

酒
井
忠
世
の
西
丸
凶
徒

井
伊
直
孝
と
松
平
忠
弱
－
第
四
グ
ル
ー
プ
の
動
向
一

土
井
利
勝
と
酒
井
忠
勝
一
第
一
グ
ル
ー
プ
の
動
向
i
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第
七
節

　
　
第
八
節

　
第
三
章

　
　
第
一
節

　
　
第
二
節

　
　
第
三
節

　
　
第
四
節

　
　
第
五
節

　
　
第
六
節

　
　
第
七
節

　
　
第
八
節

　
　
第
九
節

　
第
四
章
　
老
中
制
の
確
立

　
　
第
一
節

　
　
第
二
節

　
　
第
三
節

　
　
第
四
節

　
　
第
五
節

　
　
第
六
節

　
　
第
七
節

　
　
第
八
節

　
　
第
九
節

第
二
編

　
　
総

　
年
寄
衆
の
排
除
－
第
二
・
第
三
グ
ル
ー
プ
の
動
向
－

　
小
　
　
括

老
中
制
の
成
立

老
中
制
成
立
前
後
の
老
中
（
年
寄
）
連
署
奉
書

松
平
正
綱
・
伊
丹
康
勝
一
件

松
平
信
綱
・
阿
部
忠
秋
・
堀
田
正
盛

旧
年
寄
留
の
対
抗

寛
永
十
一
年
三
月
の
老
中
宛
法
度
・
六
人
衆
宛
法
度

酒
井
忠
世
と
西
丸
炎
上

寛
永
十
一
年
か
ら
十
二
年

将
軍
諸
職
直
轄
制
の
成
立
と
老
中
制

杢
　
　
　
舌

！
　
　
　
　
　
　
　
」
詩
」

老
中
制
成
立
後
の
老
中
連
署
奉
書

家
光
の
病

土
井
利
勝
と
酒
井
忠
勝

松
平
信
綱
と
島
原
の
乱

堀
田
正
盛
の
老
中
離
脱

将
軍
諸
職
直
轄
制
の
否
定
と
老
中
制
再
編

幕
政
機
構
再
編
の
要
因

老
中
離
脱
後
の
利
勝
・
忠
勝

小
　
　
括

　
　
江
戸
幕
府
老
中
連
署
奉
書
の
年
代
確
定

　
　
　
括

関
係
文
献
一
覧

あ
と
が
き

索
　
　
引

　
第
一
編
「
江
戸
幕
府
老
中
制
の
形
成
」
で
は
、
将
軍
親
政
過
程
に
お
け
る

「
職
」
と
し
て
の
老
中
制
の
形
成
を
「
老
中
連
署
奉
書
」
へ
の
加
判
の
在
り

様
か
ら
分
析
論
証
し
て
い
る
。
第
二
編
「
江
戸
幕
府
老
中
連
署
奉
書
の
年
代

確
定
」
で
は
、
第
一
編
で
分
析
対
象
と
し
た
時
期
に
発
給
さ
れ
た
「
老
中
連

署
奉
書
」
の
年
次
を
確
定
し
た
上
で
編
年
で
掲
げ
た
言
わ
ば
「
老
中
連
署
奉

書
」
史
料
集
を
構
成
し
て
い
る
。

　
順
を
逐
っ
て
内
容
を
紹
介
し
、
気
付
い
た
所
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
い
。

第
一
章
一
節
で
は
、
元
和
九
年
七
月
二
十
七
日
二
代
将
軍
秀
忠
が
将
軍
職
を

家
光
へ
譲
り
、
以
後
所
謂
二
元
政
治
の
も
と
で
発
給
さ
れ
た
年
寄
連
署
奉
書

に
見
ら
れ
る
加
判
の
在
り
様
か
ら
年
審
連
署
奉
書
に
は
四
つ
の
タ
イ
プ
が
見

ら
れ
る
と
し
、
ご
節
に
お
い
て
そ
の
年
寄
連
署
奉
書
の
加
判
の
在
り
様
か
ら
、

①
本
丸
西
丸
年
寄
連
署
奉
書
、
②
本
丸
西
丸
筆
頭
年
寄
連
署
奉
書
、
③
本
丸

年
寄
連
署
奉
書
、
④
西
丸
年
上
連
署
奉
書
の
四
つ
を
抽
出
し
た
。
①
は
幕
政

上
重
要
な
内
容
、
②
は
家
光
に
も
秀
忠
に
も
関
わ
っ
た
内
容
、
③
は
家
光
に

限
っ
て
の
用
件
、
④
は
秀
忠
の
用
件
に
関
す
る
も
の
と
幕
府
役
人
へ
出
さ
れ

た
も
の
が
あ
る
と
、
そ
の
特
徴
を
説
明
し
て
い
る
。
年
寄
の
加
判
へ
の
関
わ

り
方
を
軸
に
「
秀
忠
付
年
寄
制
」
と
「
家
光
付
年
嵜
制
」
の
確
執
は
、
寛
永

五
年
九
月
以
降
同
九
年
ま
で
の
間
に
対
等
と
な
っ
た
と
し
た
。
三
節
で
は
本

丸
家
光
・
西
丸
秀
忠
の
も
と
で
の
幕
府
意
思
の
決
定
・
伝
達
過
程
に
つ
い
て

蜂
須
賀
氏
の
「
須
本
城
普
講
」
を
素
材
に
蜂
須
賀
氏
よ
り
見
た
場
合
、
幕
府
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曇驚

gし

と
の
交
渉
窓
口
は
西
丸
に
あ
っ
た
と
し
、
最
終
的
な
意
思
決
定
は
秀
忠
と
家

光
の
意
向
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
両
者
の
意
向
が
伺
わ
れ
る
前

に
本
丸
筆
頭
年
篭
酒
井
忠
世
と
西
丸
筆
頭
年
寄
土
井
利
勝
に
よ
り
幕
府
意
思

は
調
整
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
本
博
文
氏
の

「
取
次
」
の
歴
史
的
評
価
と
も
関
わ
る
幕
府
の
政
治
的
意
思
を
代
表
す
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
理
解
に
も
敷
慰
す
る
問
題
を
内
包
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
四
節
で
は

秀
忠
大
御
所
時
代
の
年
記
制
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
整
理
し
て
い
る
。
①
本

丸
年
寄
制
と
西
丸
年
寄
制
の
二
元
的
構
成
を
と
り
、
前
期
に
は
西
丸
年
寄
制

が
優
位
を
示
し
、
②
年
寄
連
暑
奉
書
に
は
そ
の
加
判
の
在
り
様
か
ら
四
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
、
③
家
光
と
秀
忠
の
統
嘉
し
た
意
思
を
伝
え
る
正
式
の

文
書
と
し
て
の
本
丸
西
丸
織
豊
連
署
奉
書
は
「
二
元
的
な
権
力
の
あ
り
方
が

意
思
の
伝
達
に
お
い
て
一
般
的
に
見
せ
る
矛
盾
を
解
消
」
し
た
と
し
、
秀
忠

大
御
所
時
代
の
年
寄
制
は
二
元
的
な
権
力
の
あ
り
方
に
対
応
す
る
と
と
も
に

年
寄
自
体
が
重
層
的
な
構
造
を
持
っ
て
い
た
と
し
、
④
酒
井
忠
利
の
年
寄
離

脱
は
「
将
軍
職
移
譲
に
あ
た
っ
て
年
寄
制
再
編
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
」

も
の
と
し
て
い
る
。
二
元
政
治
を
解
消
し
て
行
く
た
め
の
一
つ
の
布
石
と
し

て
取
ら
れ
た
土
井
利
勝
の
「
家
光
付
」
は
、
本
丸
年
嵜
制
を
強
化
し
、
権
力

移
譲
を
容
易
な
ら
し
め
た
と
し
て
い
る
。
併
し
、
こ
の
こ
と
が
「
年
玉
制
再

編
」
に
直
結
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
再
編
」
は
家
光
が
持
っ
て
い

た
意
思
と
し
て
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
章
で
は
寛
永
九
年
一
月
二
十
四
日
大
御
所
秀
忠
の
死
去
後
の
年
寄
制

に
つ
い
て
本
丸
・
西
丸
年
寄
の
去
就
を
中
心
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
先

づ
、
秀
忠
死
去
薩
後
に
発
給
さ
れ
た
年
寄
連
署
奉
書
へ
の
加
判
の
在
り
様
か

ら
①
本
丸
・
西
丸
軍
馬
捌
が
合
体
し
、
②
そ
れ
は
西
丸
年
寄
制
を
吸
収
す
る

こ
と
に
よ
り
な
さ
れ
、
③
②
の
措
置
は
幕
府
内
部
の
動
揺
を
最
低
限
に
と
ど

め
、
④
年
寄
連
署
奉
書
に
は
旧
本
丸
・
西
丸
年
寄
全
員
が
加
判
す
る
も
の
と
、

旧
本
丸
年
寄
だ
け
が
判
ず
る
も
の
が
認
め
ら
れ
、
「
年
寄
制
が
二
重
構
造
」

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
三
節
に
お
い
て
側
近
と
し
て

「
出
頭
花
が
ふ
り
申
候
」
と
将
来
を
期
待
さ
れ
た
稲
葉
正
勝
の
動
向
に
注
口

し
、
秀
忠
死
去
後
年
寄
制
再
編
に
あ
た
り
彼
が
嘱
目
さ
れ
、
彼
の
地
位
を
他

の
年
寄
衆
並
み
に
引
き
あ
げ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
彼
の
出
自
と
経
歴
か
ら

し
て
家
光
が
誤
用
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
分
る
が
、
他
の
年
寄
衆
を
製
署
す

る
目
的
で
稲
葉
の
地
位
向
上
を
目
論
ん
だ
も
の
か
今
一
つ
明
確
さ
を
欠
く
の

で
は
な
い
か
。
四
節
で
は
、
秀
忠
大
御
所
時
代
以
来
筆
頭
年
答
と
し
て
の
地

位
に
あ
っ
た
酒
井
忠
世
の
地
位
の
変
化
に
注
目
し
、
寛
永
九
年
五
月
七
日
以

降
「
西
丸
留
守
居
」
に
転
任
し
、
彼
の
元
屋
敷
は
「
申
渡
」
や
「
寄
合
」
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
屋
敷
は
召
し
上
げ
ら
れ
た
も

の
と
想
定
し
、
従
っ
て
家
光
と
忠
世
と
の
間
に
何
ら
か
の
支
障
が
生
じ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

　
五
節
に
お
い
て
秀
忠
よ
り
後
事
を
託
さ
れ
た
井
伊
慮
孝
と
松
平
忠
明
両
名

の
幕
政
参
与
に
つ
い
て
「
幕
府
日
記
」
に
潰
え
る
「
申
渡
」
と
「
挨
拶
」
へ

の
関
わ
り
方
か
ら
彼
等
の
役
割
を
次
の
様
に
指
摘
し
た
。
③
秀
忠
死
後
の
諸

大
名
と
の
軍
事
的
緊
張
に
対
処
し
、
か
つ
幕
府
の
軍
事
力
の
面
で
の
動
揺
を

押
さ
え
補
強
す
る
役
割
を
担
い
、
②
諸
種
の
「
申
渡
」
・
「
挨
拶
」
等
の
場
で

年
寄
衆
の
一
面
を
構
成
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
該
期
江
戸
幕
府
年
寄

制
の
重
層
性
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
併
し
、
奉
書
に

加
判
す
る
年
寄
と
し
な
い
年
寄
と
害
う
こ
と
に
な
り
、
井
伊
直
孝
・
松
平
忠

明
が
持
っ
た
権
能
は
他
の
年
寄
と
は
異
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
最
後
に
触
れ
る
。
六
節
で
は
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
勝

に
つ
い
て
寛
永
十
年
四
月
段
階
の
土
井
利
勝
へ
の
加
増
転
封
を
家
光
の
土
井
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利
勝
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
一
つ
の
動
き
と
し
、
そ
れ
は
酒
井
忠
世
・
酒
井

忠
勝
へ
も
向
け
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
七
節
で
は
、
永
井
尚
政
・
内
藤
忠
重

・
青
山
幸
成
の
三
揃
の
去
就
に
注
目
し
、
な
か
で
も
秀
忠
付
年
寄
で
あ
っ
た

永
井
が
寛
永
十
年
三
月
二
十
五
日
淀
へ
無
卦
と
な
り
、
秀
忠
死
去
後
に
成
立

し
た
本
丸
年
寄
制
と
西
丸
年
寄
制
が
合
体
し
た
体
制
は
変
貌
を
遂
げ
た
と
し

て
い
る
。
八
節
で
は
、
秀
忠
死
去
直
後
の
年
建
制
は
、
井
伊
・
松
平
両
名
を

幕
政
参
与
と
し
、
西
丸
年
寄
制
と
本
丸
年
寄
制
を
合
体
吸
収
し
た
重
層
性
を

持
つ
年
寄
制
と
し
て
出
発
し
た
が
、
酒
井
忠
世
の
西
丸
留
守
居
へ
の
転
任
を

契
機
に
変
化
を
見
せ
始
め
、
家
光
に
よ
る
旧
年
寄
層
緋
除
が
展
開
し
て
行
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る
。
家
光
の
旧
秀
忠
付
年
寄
排
除
の
論
理
は
何
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
将
軍
親
政
を
布
く
た
め
の
一
環
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
寛
永

十
一
年
以
降
の
家
光
の
健
康
（
心
理
）
状
態
に
つ
い
て
は
詳
し
く
触
れ
ら
れ

て
い
る
が
、
将
軍
職
襲
職
直
後
の
家
光
に
つ
い
て
は
史
料
制
約
に
拠
る
も
の

で
あ
ろ
う
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
従
っ
て
年
寄
排
除
は
将
軍
専
制
の

一
つ
と
し
て
看
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
一
面
を
残
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
第
三
章
で
は
老
中
制
の
成
立
を
寛
永
十
年
六
月
よ
り
同
十
二
年
十
二
月
ま

で
の
老
中
連
署
奉
書
へ
の
加
判
の
在
り
様
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
暗
期

に
発
給
さ
れ
た
老
中
連
署
奉
書
の
特
徴
に
は
①
稲
葉
正
勝
の
離
脱
と
松
平
信

綱
の
加
判
開
始
、
②
酒
井
忠
世
の
離
脱
、
③
堀
田
正
盛
・
阿
部
忠
秋
の
加
判

開
始
等
を
指
摘
し
た
上
で
、
第
二
節
に
お
い
て
家
康
の
も
と
で
幕
府
財
政
を

管
掌
し
た
出
頭
人
的
性
格
を
持
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
寄
衆
と
連
署
さ
え

し
て
い
る
勘
定
頭
松
平
正
綱
と
伊
丹
康
勝
両
名
へ
の
家
光
に
よ
る
「
折
鑑
」

を
取
り
あ
げ
、
彼
等
が
初
期
以
来
持
ち
続
け
た
「
勘
定
方
」
に
お
け
る
権
能

を
削
ぎ
、
自
由
に
動
か
し
得
る
新
し
い
「
勘
定
方
」
吏
僚
を
創
出
し
よ
う
と

し
た
こ
と
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
は
幕
府
勘
定
所
機
構
の
整
備
と
も
関
わ

る
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
三
節
で
は
、
寛
永
十
年
三
月
二
十
三
日
「
少
々

御
用
Z
儀
」
を
管
掌
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
松
平
信
綱
・
阿
部
忠
秋
・
堀

田
正
盛
を
稲
葉
死
去
後
の
幕
政
運
営
の
な
か
で
、
先
づ
松
平
信
綱
を
「
宿
老

衆
益
」
と
し
、
阿
部
・
堀
田
両
名
を
「
松
平
伊
豆
守
並
」
と
す
る
こ
と
に
よ

り
家
光
は
自
ら
の
政
治
的
意
思
の
実
現
を
図
ろ
う
と
し
た
と
し
て
い
る
。
家

光
側
近
の
六
人
衆
の
な
か
か
ら
何
故
右
の
嘉
名
が
「
御
年
寄
衆
」
的
位
置
に

抜
擢
さ
れ
た
か
は
積
極
的
な
説
明
は
見
ら
れ
な
い
。
右
の
「
摺
字
並
」
と
言

う
こ
と
に
つ
き
著
者
は
「
注
」
で
奉
書
加
判
と
の
間
に
時
間
的
ズ
レ
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
補
足
さ
れ
て
い
る
が
、
「
奉
書
加
判
」
に
列
せ
ら
れ
る
事
と

加
判
を
加
え
る
事
は
当
初
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
四
節
で
は
、
寛
永
九
年
十
二
月
十
七
日
設
置
さ
れ
た
大
横
目
の
た
め
土

井
利
勝
・
酒
井
忠
勝
・
井
伊
直
孝
等
が
遠
慮
し
て
い
る
状
況
下
、
家
光
自
身

病
気
の
た
め
酒
井
忠
世
を
も
含
め
た
旧
年
心
癖
に
幕
政
を
暫
定
的
で
あ
れ
任

さ
ざ
る
を
得
な
い
政
治
状
況
が
出
来
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
五
節
に

お
い
て
寛
永
十
一
年
三
月
三
日
付
「
老
中
宛
法
度
」
と
「
六
人
衆
宛
法
度
」

を
従
来
「
老
中
職
務
定
則
」
・
「
若
年
寄
職
務
定
則
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
来

た
が
、
特
定
の
年
寄
と
六
人
衆
へ
宛
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
老
中
宛

法
度
」
・
「
六
人
衆
宛
法
度
」
と
正
す
こ
と
を
提
起
し
た
。
ま
た
、
こ
の
「
法

度
」
は
朱
印
状
或
い
は
黒
印
状
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
「
江
戸
幕
府
日

記
」
よ
り
黒
印
状
を
も
っ
て
出
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
法
度
」
は
、
年
寄
の
職
務
が
成
文
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
従
来
個
々

の
年
寄
に
属
し
て
い
た
権
限
を
客
体
化
し
「
出
頭
人
と
し
て
将
軍
の
恩
寵
と

そ
の
能
力
1
7
縣
も
と
つ
い
た
年
嵜
の
幕
政
へ
の
権
限
拡
大
の
可
能
性
は
否
定
さ

れ
、
同
蒔
に
こ
れ
ま
で
年
寄
間
に
あ
っ
た
権
限
の
格
差
も
形
式
的
に
は
否
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
し
、
こ
れ
は
即
ち
「
成
文
法
で
あ
る
法
度
に
よ
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評

っ
て
『
職
』
が
確
定
し
、
人
で
は
な
く
『
職
』
が
、
幕
政
運
営
の
原
理
」
と

な
り
、
か
る
が
故
に
こ
の
「
法
度
」
以
降
の
年
寄
を
「
老
中
」
と
呼
ぶ
と
し

②た
。
家
康
以
来
、
幕
府
の
政
治
意
志
決
定
の
場
で
将
軍
と
の
恩
寵
を
媒
介
と

す
る
出
頭
人
の
個
人
的
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
諸
権
限
は
、
成
文
法
で
あ

る
「
法
度
」
制
定
に
よ
り
、
「
職
」
が
主
導
し
て
行
く
と
説
閉
し
て
い
る
。

将
軍
の
も
と
に
並
列
的
に
老
中
・
六
人
衆
・
町
奉
行
を
置
く
こ
と
に
よ
り
将

軍
親
政
が
一
段
と
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
た
。

　
右
の
「
法
度
」
発
給
に
至
る
経
緯
に
は
家
光
の
旧
年
寄
排
除
の
動
き
と
旧

年
寄
衆
の
そ
れ
へ
の
対
抗
の
な
か
で
の
所
産
と
し
、
「
家
光
が
騙
年
寄
衆
と

の
妥
協
と
し
て
旧
年
寄
衆
と
松
平
信
綱
ら
新
し
い
年
寄
層
と
の
間
の
格
差
を

認
め
た
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
点
で
、
旧
年
寄
衆

は
こ
れ
ま
で
の
地
位
を
確
保
し
た
が
（
中
略
）
徐
々
に
で
は
あ
る
が
旧
年
寄

衆
の
権
限
へ
の
松
平
信
綱
ら
三
人
置
食
い
込
み
が
図
」
ら
れ
た
と
、
「
法
度
」

以
降
旧
年
躍
層
の
権
限
後
退
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
寛
永
十
一
年
閏
七
月
中
日
酒
井
忠
勝
は
若
狭
小
浜
へ
加
増
転

封
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
年
寄
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
年
寄
（
老
中
）
か
ら

の
離
脱
を
意
罰
す
る
が
、
彼
の
場
合
は
そ
の
様
に
な
ら
な
か
っ
た
。
「
法
度
」

制
定
の
意
義
と
も
関
わ
り
、
酒
井
の
場
合
の
み
何
故
か
と
言
う
こ
と
も
一
考

す
る
必
要
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。
「
職
」
と
し
て
「
老
申
」
が
成
立
し
た
と

し
て
も
結
局
将
軍
と
の
恩
寵
の
み
の
「
人
」
に
収
徹
し
て
し
ま
う
分
れ
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
六
節
で
は
旧
年
寄
で
西
丸
留
守
居
に
あ
っ
た
酒
井
忠
世
が
寛
永
十
一
年
閏

七
月
二
十
三
日
西
丸
炎
上
を
契
機
と
し
て
革
新
し
、
翌
年
五
月
二
十
五
日
再

び
召
し
出
さ
れ
た
も
の
の
従
前
通
り
の
地
位
で
は
な
く
、
例
え
ば
同
十
二
年

六
月
二
十
一
日
の
「
武
家
諸
法
度
」
申
渡
し
の
場
で
は
、
井
伊
・
松
平
に
つ

ぐ
位
置
に
い
る
こ
と
か
ら
、
井
伊
・
松
平
に
準
じ
る
位
置
に
あ
っ
た
と
し
た
。

七
節
で
は
寛
永
十
一
年
よ
り
同
十
二
年
の
家
光
親
政
が
行
わ
れ
た
時
期
に
お

け
る
老
中
の
動
向
に
つ
い
て
、
寛
永
十
年
四
月
よ
り
同
十
二
年
十
月
ま
で
の

「
申
渡
」
を
通
じ
旧
年
寄
、
井
伊
等
の
位
置
に
つ
い
て
言
及
し
、
井
伊
直
孝

は
「
此
前
の
こ
と
く
こ
ま
か
な
る
儀
ニ
ハ
不
被
召
出
」
と
書
う
、
換
言
す
れ

ば
「
幕
府
の
威
信
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
場
面
で
譜
代
門
閥
の
隠
然
た
る
力

を
必
要
と
し
た
こ
と
を
暗
示
」
す
る
必
要
が
あ
る
時
に
限
り
召
し
出
さ
れ
る

様
な
位
置
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
「
申
渡
」
で
は
、
酒
井
忠
世

・
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
勝
等
の
旧
年
寄
は
、
そ
の
地
位
を
保
持
し
、
奉
書
加

判
か
ら
の
離
脱
は
直
接
幕
閣
中
枢
か
ら
の
離
脱
を
意
味
し
な
か
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
序
で
八
節
で
は
寛
永
十
二
年
十
一
月
に
出
さ
れ
た
幕
府
役
人
職
務
規
定
を

「
寛
永
十
二
年
条
々
」
と
し
た
上
で
幕
府
制
度
上
の
検
討
を
加
え
た
。
こ
の

「
条
々
」
の
特
徴
に
つ
い
て
①
「
家
光
が
意
図
し
た
老
中
職
務
の
限
定
と
い

う
戦
略
を
今
一
歩
前
進
さ
せ
、
老
中
の
権
限
を
分
割
し
（
中
略
）
年
寄
衆
の

持
っ
た
強
大
な
幕
府
内
で
の
力
を
削
減
し
、
同
時
に
増
加
し
て
き
た
御
用
・

訴
訟
の
処
理
に
対
応
し
よ
う
」
と
し
た
、
②
「
御
用
・
訴
訟
」
に
関
し
て
の

正
式
な
職
名
は
成
立
し
て
い
な
い
、
③
「
月
番
制
」
の
里
下
、
④
「
承
日
」

制
の
滋
入
、
⑤
「
国
持
大
名
御
用
丼
訴
訟
胸
中
」
の
管
掌
か
ら
酒
井
忠
世
の

離
脱
し
、
松
平
信
綱
・
阿
部
忠
秋
・
堀
田
正
盛
が
加
わ
り
五
名
と
な
っ
た
こ

と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
。
こ
の
「
条
々
」
の
歴
史
的
意
義
は
「
職
務
を
分
轄

し
分
掌
す
る
こ
と
と
月
番
捌
、
『
忌
日
』
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
　
一
つ
に

は
将
軍
に
よ
る
諸
職
直
轄
制
を
強
化
し
た
こ
と
、
二
つ
に
は
幕
府
の
行
政
・

裁
判
事
務
の
効
率
を
高
め
た
こ
と
、
三
つ
に
は
松
平
信
綱
・
阿
部
忠
秋
・
堀

田
正
盛
の
地
位
を
明
文
化
す
る
こ
と
で
確
定
的
な
も
の
と
し
た
」
、
と
三
点
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あ
げ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
幕
政
は
「
月
番
制
・
『
平
日
』
制
・
『
御
用
日
』

制
・
寄
合
制
を
と
も
な
い
な
が
ら
老
中
の
権
限
を
大
き
く
縮
小
限
定
し
た
家

光
の
親
裁
に
よ
る
将
軍
諸
職
直
轄
制
」
が
成
立
し
た
と
意
義
付
け
て
い
る
。

　
将
軍
諸
職
直
轄
制
の
導
入
は
、
取
り
も
直
さ
ず
将
軍
家
光
が
身
心
と
も
健

全
な
状
態
で
親
政
を
執
行
し
え
て
こ
そ
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
寛
永
十

二
年
以
降
実
質
的
に
は
こ
れ
が
足
枷
的
に
幕
政
運
営
に
遅
滞
等
を
引
き
起
こ

す
こ
と
は
周
知
の
事
突
で
あ
る
。

　
扉
卑
氷
十
一
年
三
月
「
老
中
宛
法
度
」
に
よ
り
限
界
を
持
つ
と
は
言
え
「
職
」

が
幕
政
運
営
の
原
理
と
な
り
、
同
十
二
年
「
条
々
」
に
よ
り
、
将
軍
親
政
が

幕
政
運
営
の
基
本
線
と
な
っ
た
。
併
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
将
軍
の
親
任
す
る

「
老
中
」
を
媒
介
と
す
る
こ
と
な
し
で
は
成
立
し
え
な
い
と
言
う
一
面
を
残

し
て
い
る
。

　
第
四
章
で
は
、
寛
永
十
二
年
十
一
月
の
将
軍
諸
職
直
轄
制
成
立
以
降
同
十

五
年
十
一
月
置
将
軍
諸
職
直
轄
制
の
改
編
に
盃
る
三
か
年
を
分
析
対
象
と
し
、

先
づ
こ
の
時
期
に
発
給
さ
れ
た
老
中
連
署
奉
書
へ
の
加
判
の
在
り
様
か
ら
次

の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
番
大
き
な
特
色
は
、
寛
永
十
五
年
十
月
晦
日
付

奉
書
を
も
っ
て
土
井
利
勝
と
酒
井
忠
勝
の
加
判
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
同
年

三
月
堀
田
正
盛
が
加
判
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
、
そ
し
て
同
年
十
二
月
十
六
日

付
奉
書
に
阿
部
重
次
が
加
判
に
加
わ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
期
老
中
制
或
い
は

老
中
の
人
的
構
成
に
お
い
て
大
き
な
画
期
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
二

節
で
は
、
将
軍
親
政
を
完
遂
す
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
る
家
光
の
健
康
状
態

に
つ
い
て
「
江
戸
幕
府
日
記
」
及
び
「
細
川
家
史
料
」
等
か
ら
克
明
に
跡
付

け
て
い
る
。
三
節
で
は
、
老
中
奉
書
へ
の
加
判
か
ら
離
脱
し
た
土
井
利
勝
と

酒
井
忠
勝
の
芸
就
に
つ
い
て
触
れ
、
土
井
・
酒
井
間
の
確
執
と
家
光
と
土
井

と
の
確
執
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
家
光
に
と
っ
て
年
齢
的
に
言

え
ば
父
親
的
立
場
の
土
井
利
勝
（
寛
永
十
五
年
、
6
6
歳
）
は
、
秀
忠
以
来
の

出
頭
人
で
あ
り
年
寄
で
あ
っ
た
も
の
の
、
家
光
親
政
遂
行
上
最
早
樫
桔
化
し

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
節
に
お
い
て
家
光
側
近
の
一
人
で
老
中

舶
判
の
列
に
加
わ
っ
た
松
平
信
綱
に
つ
い
て
寛
永
十
四
年
十
一
月
の
島
原
天

草
一
揆
で
の
働
き
ぶ
り
を
通
じ
信
綱
の
評
価
を
高
か
ら
し
め
た
と
し
て
い
る
。

五
節
で
は
、
信
州
松
本
へ
加
増
転
封
と
な
る
こ
と
に
よ
り
老
中
を
離
脱
し
た

堀
田
正
盛
の
表
就
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
「
唯
今
迄
御
役
御
免
之
旨
」
と

は
、
奉
書
加
判
か
ら
の
離
脱
を
の
み
指
す
の
か
、
老
中
と
し
て
の
全
て
の
役

務
か
ら
「
御
免
」
と
な
っ
た
か
は
注
意
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
六
節
で
は
、
寛
永
十
二
年
十
一
月
将
軍
諸
職
直
轄
制
の
否
定
と
老
中

制
再
編
に
つ
い
て
同
十
五
年
十
一
月
七
日
付
「
仰
」
に
よ
り
、
幕
府
機
構
は

大
き
く
再
編
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
同
十
二
年
十
一
月
の
将
軍
諸
職
直
轄
制

の
も
と
で
家
光
の
も
と
に
置
か
れ
た
諸
職
は
全
て
主
業
支
配
の
職
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
「
家
光
－
老
中
一
諸
職
と
雷
う
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

ッ
シ
ュ
な
組
織
へ
と
再
編
」
さ
れ
、
老
中
の
権
限
が
格
段
に
強
化
さ
れ
た
と

評
価
し
て
い
る
。
当
該
期
幕
府
政
治
中
枢
を
支
え
た
人
的
構
成
の
な
か
で
、

「
小
姓
組
番
頭
が
幕
閣
を
担
う
人
材
養
成
の
拠
点
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で

あ
っ
た
」
と
し
つ
つ
も
、
寛
永
十
五
年
十
一
月
の
改
編
に
よ
り
人
材
輩
出
と

し
て
の
機
能
の
喪
失
は
、
「
職
」
の
形
成
さ
れ
た
段
階
で
、
そ
れ
を
担
う
人

々
の
再
生
産
の
方
式
の
転
換
の
一
つ
と
し
て
濫
目
し
さ
れ
る
と
し
、
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

お
い
て
「
近
世
的
官
僚
制
」
成
立
の
一
端
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
単
純

な
疑
問
で
あ
る
が
「
仰
」
に
何
故
京
都
所
司
代
と
大
坂
城
代
は
記
載
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。
将
軍
直
属
で
あ
る
こ
と
に
変
化
は
な
い
、
と
醤
う
こ
と
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
七
節
で
は
、
将
軍
諸
職
直
轄
制
が
破
綻
を
来
し
、
再
編
さ
れ
る
に
至
っ
た
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事
事
を
、
結
果
的
に
は
家
光
の
病
気
に
よ
る
親
政
機
能
の
停
止
と
言
う
事
実

に
求
め
、
八
節
に
お
い
て
老
中
離
脱
後
の
酒
井
忠
勝
・
土
井
利
勝
の
動
向
に

つ
い
て
、
彼
等
は
「
大
成
御
用
」
に
参
与
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
月
番
と

奉
書
加
判
か
ら
の
離
脱
に
よ
り
彼
等
が
か
つ
て
は
保
持
し
て
い
た
権
限
は
大

幅
に
制
限
さ
れ
顧
問
官
的
存
在
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
将
軍
諸
職
直
轄
制
は
、
家
光
擦
か
ら
の
病
気
を
契
機
と
し
、
同
十
五
年
十

二
月
改
編
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
幕
政
機
構
は
「
将
軍
－
老
中
－
諸
職
」
と

言
う
す
ぐ
れ
て
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ヅ
シ
ュ
な
組
織
へ
と
改
編
さ
れ
、
こ
の
改
編
に

よ
り
幕
政
機
構
の
な
か
で
老
中
制
の
位
置
が
確
定
し
、
従
っ
て
こ
の
改
編
を

「
老
中
制
の
確
立
」
と
評
価
し
て
い
る
。
老
中
に
は
「
五
万
石
以
上
で
江
戸

周
辺
の
城
主
」
と
言
う
定
型
的
な
あ
り
方
が
確
立
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
「
職
」
に
対
す
る
家
格
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
出
来
あ
が
つ
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
第
二
編
江
戸
幕
府
老
三
連
署
奉
書
の
年
代
確
定
は
本
書
の
大
き
な
特
色
を

な
し
て
い
る
。
元
和
九
年
よ
り
寛
永
十
五
年
前
至
る
十
五
年
間
に
発
給
さ
れ

た
二
百
七
十
九
通
の
全
文
を
編
年
順
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
年
次
推
定
・

釈
文
の
校
訂
等
こ
れ
に
精
力
的
に
傾
注
さ
れ
た
時
間
と
労
力
は
相
当
の
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　
「
老
中
奉
書
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
老
中
が
将
軍
の
意
を
奉
じ
た
も
の

で
あ
り
、
古
文
書
学
上
様
式
の
観
点
か
ら
既
に
い
く
つ
か
の
指
摘
が
あ
る
。

本
書
で
は
、
原
本
・
写
本
・
編
纂
降
等
多
く
渉
猟
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
老

中
奉
書
自
体
の
料
紙
及
び
そ
の
形
状
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
措
い
て
置
く
。

近
世
老
中
奉
書
の
様
式
上
の
特
色
の
一
つ
は
書
状
様
式
で
、
書
止
文
言
は

「
恐
々
謹
言
」
で
「
猶
々
書
」
を
持
ち
、
紀
年
は
一
部
の
も
の
を
除
き
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
れ
な
い
等
の
点
で
あ
る
。

　
先
づ
掲
載
さ
れ
た
二
百
七
十
九
通
の
老
中
連
署
奉
書
の
様
式
等
か
ら
気
付

く
点
を
以
下
に
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
①
二
百
七
十
九
通
の
内
年
紀
を
持
つ
も
の
は
三
九
通
で
城
及
び
城
下
普
請
、

寺
社
造
営
、
蔵
米
管
理
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
一
九
〇
号
の
み
干
支
が
入

っ
て
お
り
特
異
的
に
思
わ
れ
る
。
二
一
七
号
（
寛
永
十
三
年
十
月
七
日
間
よ

り
二
七
〇
号
（
同
十
五
年
三
月
十
五
日
）
ま
で
年
紀
記
載
を
持
つ
も
の
は
見

ら
れ
ず
、
し
か
も
一
＝
七
号
は
編
纂
物
で
あ
り
後
筆
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と

か
ら
老
中
連
署
奉
書
へ
の
紀
年
は
徐
々
に
減
少
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
二
三
一
・
二
三
五
・
二
四
〇
号
で
は
普
請
関
係
で
も
年
紀
は
認

め
ら
れ
ず
一
貫
性
を
欠
い
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

　
②
二
百
七
十
九
通
の
内
二
七
通
が
片
姓
で
所
謂
老
婦
の
書
札
様
式
を
と
っ

て
お
り
、
こ
れ
等
は
幕
府
役
人
及
び
陪
臣
へ
宛
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
老
中
連
署
奉
書
」
の
書
式
は
、
対
大
名
と
対
幕
府
諸
有
司
と
に
よ
り
区

別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
五
二
号
（
寛
永
五
年
六
月
十
七
日
）

は
武
家
伝
奏
へ
宛
た
酒
井
忠
世
・
土
井
利
勝
連
署
で
「
前
橋
侍
従
・
佐
倉
侍

従
」
と
言
っ
た
城
地
＋
官
職
名
で
あ
り
、
書
止
文
言
も
「
恐
懊
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
禁
裡
方
へ
の
奉
書
は
別
の
書
札
様
式
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
③
老
申
連
署
奉
書
に
は
、
二
号
（
板
倉
加
判
）
、
一
七
五
号
（
同
）
、
そ
し

て
表
2
5
の
一
・
二
・
六
号
（
井
伊
加
判
）
の
様
に
発
給
段
階
で
老
中
（
年
寄
）

以
外
の
老
が
連
暑
し
て
お
り
、
形
式
的
に
は
老
中
連
署
奉
書
で
あ
る
が
、
厳

密
に
は
他
の
タ
イ
プ
の
も
の
と
し
て
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
④
三
五
・
四
七
・
五
六
・
七
一
・
七
二
・
七
四
・
九
丁
九
七
・
一
一
六

・
＝
二
七
～
九
・
一
四
三
・
一
七
一
号
等
は
、
一
見
差
紙
様
の
書
式
を
と
つ
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て
お
り
、
こ
れ
ら
は
「
切
紙
の
奉
書
」
と
し
て
書
止
文
言
は
「
以
上
」
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
全
て

「
恐
々
謹
言
」
で
止
め
ら
れ
て
お
り
、
老
中
連
署
奉
書
の
書
札
様
式
が
分
化

し
て
行
く
過
程
を
知
る
上
で
掲
げ
ら
れ
た
も
の
は
（
原
本
は
少
く
原
状
を
窺

う
こ
と
が
で
き
な
い
限
界
は
あ
る
が
）
興
味
あ
る
事
実
を
提
示
し
て
い
る
。

　
⑤
慶
長
期
の
年
寄
連
署
奉
書
で
は
、
加
判
者
が
書
い
た
花
押
が
認
め
ら
れ

る
が
、
愛
社
期
以
降
の
も
の
は
自
筆
の
も
の
は
少
く
な
り
、
花
押
も
印
判
状

の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
変
化
は
老
中

制
成
立
過
程
と
も
闘
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
関
わ
る
と
す
れ
ば
そ
の
転

期
は
何
時
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
少
し
く
な
い
も
の
強
請
的
で
あ
る

が
疑
問
と
し
て
生
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　
⑥
二
百
七
十
九
通
の
う
ち
②
の
片
子
以
外
の
も
の
は
殆
ん
ど
が
外
様
大
名

へ
宛
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
史
料
残
存
度
に
帰
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
幕
府
諸
有
司
へ
の
も
の
は
幕
政
機
構
の
整
備
に
伴
な
い
減
少
す
る
も
の

と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
六
点
を
掲
げ
た
。
従
来
、
こ
れ
等
の
史
料
は
自
治
体
史
や
個
別
史

料
集
で
は
編
年
に
留
意
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
情
報
と
し
て
の
価
値
を
認
知
さ

れ
な
い
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
。
著
者
の
老
中
連
署
奉
書
の
年
次
を
確
定
す

る
作
業
は
、
　
一
見
単
純
な
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
元
和
・
寛
永
期

の
情
報
を
一
段
と
豊
富
に
さ
れ
た
も
の
で
近
世
史
研
究
に
共
有
で
き
る
も
の

と
し
て
そ
の
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
内
容
紹
介
が
長
く
な
り
す
ぎ
た
が
、

を
掲
げ
た
い
。

以
下
に
本
陣
全
体
に
関
わ
る
疑
問
点

　
窪
か
十
五
年
間
の
老
中
制
形
成
過
程
の
歴
史
を
徹
底
し
た
実
証
分
析
に
よ

る
三
百
頁
（
第
一
編
）
を
超
え
る
成
果
は
、
幕
府
政
治
史
の
み
な
ら
ず
歴
史

学
研
究
に
お
い
て
基
底
を
な
す
実
証
と
論
証
が
一
体
と
な
っ
た
も
の
と
し
て

意
義
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
当
該
期
の
幕
政
を
担
っ
た
年
寄
達
及
び
細

川
父
子
、
山
内
氏
等
の
日
常
の
「
居
所
」
を
開
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
幕

政
へ
の
直
接
的
関
野
的
な
関
わ
り
方
と
彼
等
の
動
向
を
把
握
す
る
と
言
う
手

法
は
異
彩
を
放
っ
て
い
る
、
と
需
え
よ
う
。
家
光
が
審
合
に
出
な
か
っ
た
事

情
と
か
あ
る
年
寄
が
加
判
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
事
由
等
々
、
従
来
の
研
究
で

は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
を
一
つ
一
つ
第
一
次
史
料
に
よ
り
跡

付
け
て
行
く
と
言
う
分
析
方
法
は
、
掬
す
べ
き
点
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

　
本
書
は
、
「
老
申
制
」
形
成
過
程
を
動
態
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
課

題
を
置
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
近
世
的
な
官
僚
制
の
評
価
に

帰
す
る
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。

　
寛
永
十
一
年
三
月
付
「
法
度
」
に
つ
い
て
著
者
は
、
「
近
代
の
官
僚
制
の
官

職
に
比
し
て
多
く
の
限
界
」
を
持
つ
と
し
な
が
ら
「
幕
政
運
営
の
原
理
を
人

で
は
な
く
『
職
』
に
置
く
志
向
を
明
ら
か
に
し
た
」
、
と
評
価
し
て
い
る
。

し
か
し
、
当
該
期
幕
府
を
代
表
す
る
立
場
に
い
た
酒
井
忠
世
・
土
井
利
勝
・

酒
井
忠
勝
が
保
持
し
て
い
た
諸
権
限
に
鯉
肘
を
加
え
る
た
め
の
も
の
と
し
て

読
む
と
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
「
職
」
の
志
向
性
は
積
極
的
に
認
め
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。
暮
政
運
営
の
実
際
に
お
い
て
は
、
「
人
」
の
参
与
は
不
可

欠
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
法
度
」
は
「
人
」
と
「
職
」
の
分
化

を
目
指
す
、
従
っ
て
近
世
初
期
幕
藩
制
社
会
の
官
僚
制
機
構
の
萌
芽
状
況
を

示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
幕
政
運
営
の
原
理
を
「
職
」
に
置
く
こ
と
を

成
文
法
化
し
た
こ
と
自
体
は
大
き
な
進
展
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
著
者
は
、
史
料
制
約
も
あ
り
積
極
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
禁
裡
方
へ
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の
年
寄
（
老
中
）
連
署
奉
書
の
在
り
様
を
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

第
一
章
二
節
で
抽
出
さ
れ
た
年
寄
連
暑
奉
書
の
四
タ
イ
プ
は
、
そ
れ
は
本
九

・
西
丸
の
夫
々
の
意
思
伝
達
の
た
め
で
あ
り
、
禁
裡
方
へ
の
幕
府
の
政
治
意

思
は
誰
が
ど
の
様
に
奉
じ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
武
家

伝
奏
が
幕
府
の
代
表
を
誰
と
見
て
い
た
か
に
関
わ
っ
て
来
る
。
日
野
資
勝
の

「
資
勝
卿
記
」
に
は
「
江
戸
年
寄
衆
」
と
し
て
「
前
橋
侍
従
・
佐
倉
侍
従
」
（
本

丸
筆
頭
・
西
丸
筆
頭
年
寄
）
両
名
し
か
現
わ
れ
な
い
。
本
丸
・
西
丸
そ
れ
ぞ

れ
の
意
思
を
奉
ず
る
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
禁
裡
へ
対
し
幕
階
を
代
表
す
る

年
寄
連
署
奉
書
（
5
2
号
、
或
い
は
寛
永
八
年
九
月
十
三
日
付
三
条
内
大
臣
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

日
野
大
納
言
宛
奉
書
〈
「
湯
器
語
部
」
寛
永
八
年
九
月
二
十
七
日
条
〉
）
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
絶
勝
卿
記
」
の
寛
永
九
年
正
月
以
降
の
記

事
に
は
「
年
審
衆
」
の
文
言
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
前
橋
侍
従
（
酒
井
忠
世
）

の
地
位
の
変
化
に
も
関
わ
る
が
、
禁
裡
方
が
幕
府
の
代
衷
老
を
誰
と
見
た
か

の
変
化
と
も
言
え
よ
う
。

　
次
に
、
老
中
で
は
な
い
が
幕
政
上
重
要
な
案
件
に
姿
を
見
せ
る
井
伊
直
孝

を
家
光
親
政
下
で
ど
の
様
に
性
格
付
け
る
か
重
要
な
問
題
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
勝
の
如
く
「
顧
問
官
的
存
在
」
で
は
な
く
、

「
職
」
に
包
摂
さ
れ
る
で
も
な
く
或
い
は
ま
た
「
取
次
」
で
も
な
い
、
結
局

秀
忠
と
の
恩
寵
に
よ
っ
て
の
み
「
人
」
と
し
て
幕
政
に
参
与
し
た
事
実
を
ど

の
様
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
一
つ
素
朴
な
疑
問
と
し
て
三
十
代
前
半
の
年
齢
で
将
軍
専
制
を
志
向
し

た
家
光
の
ブ
レ
ー
ン
は
誰
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
数
々
の
「
法
度
」
は
家

光
自
身
の
構
想
よ
り
生
み
出
さ
れ
「
導
出
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
将
軍
の

側
近
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
松
平
信
綱
な
ど
が
妥
当
か
と
想
定
さ
れ
る
。

　
著
者
は
禁
欲
的
と
も
見
え
る
ま
で
寛
永
十
五
年
十
二
月
以
降
に
つ
い
て
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
確
立
し
た
老
中
制
は
、
幕
政
運
営
で
ど
の
様
に
機
能
し

展
開
し
て
行
く
の
か
に
つ
い
て
全
く
寡
黙
で
あ
る
。
本
書
の
今
一
つ
の
特
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
観
を
呈
し
て
い
る
。
今
後
、
藤
井
氏
の
研
究
は
「
家
運
政
権
論
」
へ
繋
が

る
「
家
光
政
権
論
」
に
展
開
し
て
行
く
の
か
、
そ
れ
と
も
慶
長
元
和
期
の
政

治
過
程
分
析
に
向
う
の
か
大
い
に
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
技
術
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
老
中
（
連
連
）
連
署
素
書
一
覧
は
出

来
る
こ
と
な
ら
一
括
し
て
綴
込
み
等
の
表
に
し
て
頂
い
た
方
が
年
回
の
加
判

の
在
り
様
を
通
覧
す
る
上
で
便
利
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
山
本
博
文
氏
『
幕
藩
制
の
成
立
と
近
世
の
国
制
』
（
一

九
九
〇
年
四
月
、
吉
川
弘
文
館
）
、
高
木
昭
作
氏
『
日
本
近
世
国
家
史
の
研

究
』
（
一
九
九
〇
年
七
月
、
岩
波
書
店
）
が
相
つ
い
で
上
梓
さ
れ
て
お
り
、

本
書
の
書
評
上
合
せ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
言
及
す
る
に
至
ら

な
か
っ
た
。

　
書
評
と
言
う
よ
り
も
紹
介
風
の
も
の
と
な
り
、
本
来
評
す
べ
き
点
を
麿
過

し
た
り
、
誤
読
・
誤
解
等
の
零
れ
多
分
に
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
御
海
容
の

程
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

①
　
山
本
博
文
氏
「
幕
藩
初
期
の
政
治
機
構
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
七
四
号
、

　
一
九
八
七
年
十
皿
月
）

②
　
同
『
寛
永
玉
代
』
一
九
八
九
年
七
月
、
肥
州
弘
文
館
、
山
本
氏
は
同
書
二
三
～

　
四
頁
で
藤
井
氏
の
理
解
を
批
判
し
、
か
か
る
事
情
で
成
立
し
た
「
幕
藩
官
僚
制
」

　
は
典
型
的
な
「
家
産
制
的
官
僚
制
」
と
述
べ
て
い
る
。

③
近
世
社
会
の
幕
藩
富
僚
制
は
イ
エ
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
て
い
た
、
と
言
う
表

　
現
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、
毫
該
期
に
至
り
「
職
」
は
「
人
」
か
ら
一
定
の
留
保
つ

　
き
な
が
ら
自
立
し
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
水
林
彪
『
封
建
制
の
再
編
と

　
日
本
的
社
会
の
確
立
』
二
八
一
～
八
頁
。
一
九
八
七
年
五
月
、
山
川
出
版
社
。
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④
　
『
概
説
古
文
書
学
・
近
世
編
』
二
二
～
三
一
頁
、

　
文
館
。

⑤
済
済
、
三
〇
頁
。

⑥
内
閣
文
庫
所
蔵
「
資
竜
華
記
」
九
。

一
九
八
九
年
六
月
、
吉
川
弘

⑦
藤
井
護
憲
馬
「
家
綱
政
権
論
」
（
『
元
禄
・
享
保
期
の
政
治
と
社
会
』
講
座
日
本

　
近
世
史
4
所
収
、
一
九
八
○
年
六
月
、
有
斐
閣
）

　
（
A
5
判
　
五
六
二
頁
　
一
九
九
〇
年
五
月
　
校
倉
書
房
　
一
二
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
（
関
酉
大
学
非
常
勤
講
師
　
京
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